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〈概要〉

　近年のグローバル社会において、ビッグデー
タ時代を迎えている私たちは多くの情報から、
必要なものを取捨選択して、よりよい判断をし
ながら、社会で生産的かつ能率的に行動できる
力の育成が求められている。
　そこで、本研究では、「学びの自覚化」を提
案し、そのことがもたらす生徒の獲得する力を
学びのデザインとその評価について数学教育の
場面で示していく。生徒の思考がどのようにし
て深化・拡大されていくのかについて、長期的
かつ短期的な側面でみとり、さらに生徒の学習
内容の理解を内面からみていくことで、これか
らの社会を担う生徒の主体的な学習活動をどの
ように促し、位置づけていくのかについて述べ
ていくものである。

１　研究の目的とその視点

⑴　本研究でねらう生徒の姿について
　本研究では、生徒が学びを実感し、次の学び
に対して目的をもって主体的に取り組む生徒の
姿を目指す。これは、既習を利用して新たな性
質や考え方を見いだそうとしたり、具体的な課

題を解決しようとしたりする活動の充実を意味
する。このことを数学教育の中に位置づけ、学
ぶことの意義や有用性を実感させる学習指導を
考えていく。
　そこで、本研究での目指す生徒の姿を下のよ
うに考え、どのようにして向かっていけばよい
かについて、実践を主として検証していく。

⑵　学びの自覚化を促す学習指導について
　本研究でねらう生徒の姿に向かうための指導
として二つの視点を示す。

　学びを連続的なものととらえたとき、学習内
容の持続性や系統性についての内面での理解は
自己理解を進めるだけでなく、理解の度合いや
進行度をモニターし、学びからの自己の変容を
気づかせるものとなる。そのことから今進めて
いる学びを振り返ることが学んでいることへの
価値を深めさせ、次の学びへの転移を促すもの
となるだろうと考える。

〈キーワード〉
学びの自覚化、“変わるもの”と“変わらない
もの”、OPPシート

　自己の学びの効力を実感し、次の学びに対
して目的をもって主体的かつ発展的に取り組
む生徒

①　自己の学びへの効力を実感させること

②�　次の学びに対して主体的・発展的な取組
を実感させること
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「学びの自覚化」が創り出す
生徒の主体的な学習活動
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　生徒の学びは、自己の変容として蓄積され、
次の学びに対する効力として発揮されることが
期待され、連続的で主体的な学びとして構築さ
れる。その際には自らの思考を修正したり、補
足したりすることで思考の対象を言語化し、さ
らに意識化される。この行為は反省的思考

（Reflective�Thinking）と呼ばれており、生徒
の思考を安定したものへと導き、学習対象の認
知を表面化させるものとなるだろう。この反省
的思考について江森（2012）は、この思考だけ
では創発的現象に結びつけて考えることが困難
であることを指摘している。そして、他者の表
現を入れることにより反省的思考が繰り返され
ることで、表現の改良がもたらされ、それまで
は試行錯誤によって精緻化されてきた表現を観
照することにより新たな解釈としての選択的知
覚を与える思考のことを反照的思考としている

（江森、2012）。この反省的思考と反照的思考の
連続性が創発的活動へと変化し、思考の対象と
している事柄への一般的な構造の発見につなが
り、生徒の発展的な見方や考え方につながると
考える。
　以上の①、②が本研究でねらう生徒の姿を目
指すための視点であり、この二つを生徒が連続
する学びに対しての“効力”へと変えていくた
めの手立てとする。そして、これが、本研究に
おける「学びの自覚化」とする。「学びの自覚�
化」が数学教育において生徒の数学的な内容の
理解、見方や考え方の理解を推し進めることだ
けでなく、創造的な学びを生み出していくこと
について、継続的な実践で得られることを明ら
かにしていく。

２�　研究の方法・内容と学びの自覚化との関わ
りについて

⑴　研究の方法と内容
①�　対象生徒：国立大学教育学部附属中学校第

２学年（157名）
②　実践した期間：2013年８月下旬〜９月
③　学習内容：単元「平行と合同」〜平行線と角〜

⑵　学びの自覚化との関わり
①�“変わるもの”と“変わらないもの”を見い
だす活動を通して

　中学校学習指導要領解説数学編での第２学年
の図形領域において二つの目標が示されている
が、その一つ目が下のように示されている。

　この目標を達成するためには、観察、操作や
実験を活動として位置づけるだけでなく、そこ
に成り立ちそうな事柄について、論理的に筋道
を立てた推論を行って調べていくことが重要と
なる。そして、その推論の過程を自分の言葉で、
他者に伝わるように分かりやすく表現できるよ
うになることが求められる。この学習指導を「学
びの自覚化」と関わらせるために、「“変わるも
の”と“変わらないもの”を見いだす活動」を
意図的・計画的に位置づけていくこととする。
数学を学習する際に、数学を日常生活に利用し
ていくことで、数学のよさ、または、数学的に
考えることのよさを生徒が学んでいくことが望
ましい。その指導の際には、事象の中にある関
係を理想化や単純化する中で、そこにいえる関
係性をとらえ解決していくことがある。これは、
目の前の現象が移り変わったとしても、そこに
規則性、または因果関係を見いだし、今後起こ
り得ることを予測し、判断することができるこ
とにつながる。こうしたことは関数の領域の学
習でしばしばいわれていることだが、本研究に
おいては、このことがどの領域にもいえると考
え、これを指導・実践に生かして、先述した学
習指導要領におけるねらいの達成につなげたい。
これらのことと「学びの自覚化」との関わりに
ついていえる図形領域での生徒の目指す姿につ
いては、以下のようになり、事象の中に“変わ
るもの”と“変わらないもの”の獲得を指導計

⑴�　観察、操作や実験などの活動を通して、
基本的な平面図形の性質を見いだし、平行
線の性質を基にしてそれらを確かめること
ができるようにする。
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画に位置づけて実践していく。
〈「図形領域のねらい」と「学びの自覚化」との
関わりから目指す生徒の姿〉

②�連続的・継続的な学びを評価する手立てにつ
いて〜OPPシートの利用〜

　先述した図形領域のねらいを達成するための
「学びの自覚化」が授業のみで行われるのでは
なく、様々な場面で考えていく。自己の理解を
深め、より発展的な思考に変容することを望む
からには、形成的評価についての工夫が必要で
あるだろう。形成的評価は、成果のみでなく、
そのプロセスを評価するものであり、学習者に
とって途中で生じる学習内容への誤解の解消や
理解の深化を促すものである。本研究において
もこの形成的評価について重視していく。その
具体的方法としてポートフォリオ評価を使用す
る。この評価によって、学習の過程での生徒た
ちの達成感がどのようなことなのかを表出する
ことが生徒の自己効力感を高める。そして、次
の学習課題をつかみ、自分の学習をコントロー
ルするためのメタ認知を育てることなのである。
主には総合的な学習の時間での活用が報告され
ているが、教育課程一般での使用による効果も
報告されている（堀、2013）。堀（2013）は、
OPPA（One�Paper�Portfolio�Assessment）と
いう１枚ポートフォリオ評価の実践報告の中で、
生徒たちの理解の変容や深化をみとる評価方法
について提案している。本研究では、この取組
が“変わるもの”と“変わらないもの”を明確
にさせ、学びを発展的なものへと移行させる「学
びの自覚化」となることを考え、OPPシートを
利用していくこととした。

３　指導の実際

⑴　指導計画とその内容について
　図形領域の中でも、学習内容として「平行線
と角」について取り上げる。
　ここでは平行線や角の性質について明らかに
し、見いだした性質について論理的に説明する
ことが求められる。具体的内容については、学
習指導要領において下のように示されている。

〇�　平行線や角の性質を理解し、それに基づい
て図形の性質を確かめ説明すること。

〇�　平行線の性質や三角形の角についての性質
を基にして、多角形の角についての性質が見
いだせることを知ること。

〔用語・記号〕　対頂角　内角　外角

　これらをただ観察や実験から見いだすのでは
なく、そのことを基にして、筋道立てて考える
など演繹的に考えようとすることについても考
えていく。この学びについては、直線と直線が
交わることでつくり出す角として、動的に扱っ
た。そのための学びのデザインとして、次ペー
ジのような指導計画（表１）を立てた。
　この計画に沿って授業を展開した。実際の授
業では、GC（Geometric�Constructor）という
PCソフトを使用し、プロジェクターで生徒に
示した。GCを使用した理由は、図形を描くだ
けでなく、角の大きさを測定することもでき、
図形を動的に見て観察するのに適しているから
である。そのGCを使った動的な様子の例を次
に示す。
　このような動的な図を提示しながら、授業で
は“変わるもの”と“変わらないもの”を見い
だしていく活動を行った。

　既習の数学の内容をつなげながら、事象を
動的な関係として見直すことにより、変わる
ものの中で変わらないものの性質を見抜き、
それを他者に伝えることにより自分の理解を
いっそう深めることができる。
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表１　指導計画・指導場面における学習内容

時間 学習内容 学習項目

① ２直線が交わることからいえる向かい合った角について 対頂角は等しい

②
２直線に１本の直線が交わったときの角の位置関係に
ついて

同位角、錯角の位置関係の把握

③

・平行な２直線に１本の直線が交わったときの同位角・
錯角にいえること

・同位角・錯角が等しくなったとき、直線の位置関係に
ついていえること

・平行線における同位角、錯角

・平行線になるための条件

④
平行な２直線に２本の直線が交わったときにできる三角
形についていえること

三角形の内角の和が180°であるこ
との一般化

⑤
平行な２直線に交わる２つの線分がつくる角を動的にみ
たときにいえること

∠ａ＋∠ｂ＝∠ｘ

⑥
２直線に交わる２つの線分がつくる角を動的にみたとき
にいえること

∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ＝∠ｘ

⑦ 生徒が発展的に考え、新たに創りだす学習活動 性質を見出し、一般化すること

平行な２直線に直線が１本交わる→交わる直線を折れ線に変える

平行な２直線を平行でない状況にすることで交わる２直線

ア　指導計画③から⑥での図の動き GC で提示した

イ　指導計画⑥から⑦での図の動き GC で提示した

GCを使った動的な様子の例
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⑵�　OPPシートにおける学習履歴とその授業
実践について

　今回の単元において授業と並行して作成した
OPPシートについては図１で示したものであ
る。表１の指導計画に沿って授業を行い、７時
間の学びの中で“変わるもの”と“変わらない
もの”が記録されている。

　図１のOPPシートは、表１の指導計画に沿っ
て、授業が終わるたびに“変わるもの”と“変
わらないもの”をテーマに生徒が書き溜めてい
たものである。①のようにＡ３の紙に印刷され
たものを観音開きのように折り、数学のノート
に貼っている。②は授業で得た“変わるもの”
と“変わらないもの”である。

図１　生徒Ａが作成したOPPシートの内容
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　先述したOPPシートの図１の②について他
の生徒の例として、図２を挙げる。
　図１、２のOPPシートの記述は個人差や内容
の違いはあるものの、授業で解決したことを“変
わるもの”と“変わらないもの”の視点で連続
的にまとめることができた。生徒がつかんだ“変
わらないもの”と授業との関連について述べて
いく。
〈指導計画⑤　平行な２直線に交わる２つの線
分がつくる角を動的にみたときにいえること〉
　図２のOPPシートでの授業実践は、以下のと
おりであった。この時間は、平行線の内部の点
Ｐについて、∠APCの大きさについて取り上
げ、生徒は“変わるもの”と“変わらないもの”
を見いだした。その授業の一場面について次
ページに示す。

　この授業（次ページ「展開場面例①」）から、
点Ｐの位置によらず、「∠ｘ＝∠ａ＋∠ｂ」で
あることは変わらないことに気づき、さらに文
字を使って説明することもできた。OPPシート
にあるようにこれまで“変わらないもの”を性
質として数学的に認めていこうとするときに、
生徒は文字を使用しての一般化する考えがあり、
実際に文字を使って処理しようとする。さらに、
ここではそれだけでなく点Ｐの位置を変えるな
どの条件を変えても、同じような関係性でみる
ことができた。
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図２ 生徒 H が作成した OPP シートの内容 

  図１，２の OPP シートの記述は個人差や内容の違いはあるものの，授業で解決したこ

とを“変わるもの”と“変わらないもの”の視点で連続的にまとめることができた。生

徒がつかんだ“変わらないもの”と授業との関連について述べていく。 

＜ 指 導 計 画 ⑥  平 行 な 2 直 線 に 交 わ る ２ つ の 線 分 が つ く る 角 を 動 的 に み た と き に い え る こ と ＞ 

図２の OPP シートでの授業実践は以下の通りであった。この時間は，平行線の内部の点

P について，∠APC の大きさについて取り上げ，生徒は“変わるもの”と“変わらないもの

を見いだした。その授業の一場面について示す。 

 学習内容（T：教師，S：生徒） 

 T：直線 AB，CE は平行線です。このとき点 P で 

直線 AC を折り曲げると∠APC ができますね。 

このとき，∠APC＝∠ｘとします。 

T：点 P を動かすと…，変わるものはありますか？ 

S：∠ｘの大きさは変わります。 

T：では，変わらないものはありますか？ 

（ここで話し合いが行った） 

S：∠BAP と∠ECP の和が∠ｘになると思います。 

T：では，GC で測定してみましょう。            
 

その時間で自分が理解した“変わ

るもの”と“変わらないもの”を自

分のまとめ方で記述をした部分 

授業で一方的に伝えるだけで

なく，生徒とやり取りをしなが

ら発展的に考え，学びとして

まとめた部分 

x

図２　生徒Ｈが作成したOPPシートの内容
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イ�　生徒のOPPシートからみとることができ
た発展的な考えの表出②

　他の生徒のOPPシートには、別な視点で発展
的に考えるものがみられた。下に示す。
　下のOPPシートからは、図を発展的に考える
ことで、そこに“変わらないもの”をみつける

だけでなく、“変わらないもの”として見続け
るための見方を解説している。その見方をつな
ぐものが「和の関係性はくずれない」である。
また、授業においてみんなで見いだした　「負の
角」をとる領域を予想して書きだしている。

ウ�　生徒のレポートからみとることが
できた発展的な考えの表出③

　左のはレポートからの抜粋である。
レポートは数学のノートに取り組んで
いる。この生徒は授業で取り上げた平
行ではない２直線が交わるところを逆
にして考えている。また、それだけで
なく、点Ｐの位置を線上、外側に移動
させるなど、OPPシートを生かし、こ
れまでの学びを生かしつつも新たな図
においても“変わらないもの”をみつ
け、関係性の保存という言葉でまとめ
ることができている。
　述べてきたア〜ウのように、授業で
培ってきた“変わるもの”と“変わら
ないもの”の見方を生かして、条件を
変えても、見いだした関係性（和の式）
が変わらないことを述べる生徒が多
かった。
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４　研究の成果と課題

⑴　成果
①�　OPPシート記入で学習内容を振り返り、
学びを再構築する

　OPPシートを作成することで、一方的に与え
られるだけの学びから学んだことを自分で振り
返り、再構築する自発的な学習へと変わってい

くことが確認できた。下は、単元終了後に、整
理してまとめたというノートである。改めて“変
わるもの”と“変わらないもの”について整理
だけでなく、関係性を明らかにしながらその保
存についての記述がみられ、OPPシートにまと
めたことからさらに学び直しを行っている。
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②�　獲得した考え方を振り返ることで、学びへ
の効力感が得られる

　数本の直線が交わる状況を考え、そこでの“変
わるもの”と“変わらないもの”を見いだすこ
とで、生徒は図形の性質を顕在化させた。この
過程を振り返ることにより、事象の見方を獲得
し、条件を変えても同じように視点をもち、そ
こにいえる性質を創発的にみることができた。
③�　獲得していく「ことば」が濃密なものへと
変化する

　“変わらないもの”を見いだすときに、数値
などの変化から文字を使った関係式を見いだす
行為から、その関係性が連続的に発生する、ま
た、あえて発生させる（負の角を導入するなど
して）など、関係性の保存への行為へ生徒がつ
なげられるようになった。“変わらないもの”
のとらえ方が変わり、“変わらないもの”のも
つ意味が、次第に濃いものとして意味が深めら
れ、自己の中で明確なものとして位置づけるこ
とができた。
　①〜③の行為から得られる学びの形が「学び
の自覚化」であり、これらのことを促す学習指
導を推進していくことで、本研究での目指す生
徒の姿に近づけたのではないかと考える。

　よって、学びの自覚化を促す学習指導には、
生徒の学びに対して大きなものをもたらすとい
えるだろう。

⑵　今後の課題
　本研究の課題として、次の２点を挙げる。
①�　学びの自覚化を促進させる学習指導の在り
方の検証

　本研究ではOPPシートを開発し、利用した。
生徒が自己の学びを連続的な行為として施すだ
けでなく、学びで得たことに効力感をもたせる
ことにつながっている。しかし、OPPシートと

学びの因果関係の検証をさらに進めることが必
要だろう。それによって、より効果的、実践的
な“学び方”を獲得させることができると考え
る。
②�　様々な学習場面での「学びの自覚化」の効
果の検証

　今回は、図形の一場面を取り上げた。関数な
どの他の領域においても実践を重ねていき「学
びの自覚化」がもたらす学びの効果をみていく
ことが必要である。
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